






















































































































 が存在しないところの，  行  列の正方行列状に配置して
みよう。第Ｉ国の第Ｊ国への支払額（第Ｊ国の第Ｉ国からの受取額）を  
で表すならば，  は第Ｉ国の第Ｊ国からの受取額（第Ｊ国の第Ｉ国への支
払額）を表すだろう。第  行  は，左から順に第
Ｉ 国 に よ る 他 の  個 の 諸 国 へ の 支 払 額 を 示 し， 第  列










可 能 額 は こ れ よ り さ ら に 縮 小 す る だ ろ う。
 の全ての  と  の組合せが表す２国についても，同じことが
言えるから，多角決済を示す上記の正方行列は，双務的決済を示すために
は書き変える必要がある。





















































































































































































































































































位国までの双務的赤字を配置するならば，  個の要素 
 が，この行列の中に納まる。但
し，  である。即ちここで






字）を  で表すならば，  は第Ｉ国の第Ｊ国に対する双務的黒字（第Ｊ
国の第Ｉ国に対する双務的赤字）を表すであろう。  および  が各国の順
位を示すことに留意すれば，第  行  は，左から
順に第Ｉ国が負う他の  個の諸国に対する双務的赤字を示し，第  
列  は，上から順に第Ｊ国が持つ他の  個
の諸国に対する双務的黒字を示す（双務的赤字または黒字がゼロの場合も
１個と算入する）。双務的赤字と双務的黒字の和は  であること，上










―つまり第  列の行和と第  行の列和の差額が正・負・ゼロのいずれで
あるか―が示すのは，第  順位国  の総合収支ポジショ
ン（黒字・赤字・均衡）に他ならない。そこで例えば，  
において  とした場合，  であるから，  
 が 最 上 位 国 の 双 務 的 黒 字 の 合 計 を 示 す。 同 様 に，
 は，準最上位国の双務的黒字の合計を示す。






















































































































































































































































Articles of Agreement of the International Monetary Fund (July22,1922)
(in THE INTERNATIONAL  MONETARY FUND 1945-1965, vol.Ⅲ:















M.D.Bordo; The Bretton Woods International Monetary System: A 
Historical Overview (in M.D.Bordo and B.Eichengreen eds.; A 
Retrospective on the Bretton Woods System)
の「1.3　前交換性1946-58」（pp.37-48）だが，テューの叙述に比べれば概
説の域を出ず，内容が平板なのはやむをえない。
３）M.D.Bordo; The Bretton Woods International Monetary System: A 





















６）BIS, op. cit. p.148（pp.241-242）


















10）B. Tew, op.cit. p.17（pp.3-4）。なお，「目下のところ，一つしか為替相場
が建っていないような通貨は，世界中一つもない」という状況について














Multilateral Settlements and Bilateral Elements
Masahiro FUJIKAWA
Abstract
This paper investigates the relation between multilateral settlements and 
bilateral elements under the dollar shortage after the WWⅡ in an abstract 
form. Contents are as follows.
（1）Pound Sterling under the dollar shortage
（2）Medium of settlements and equilibrium of balances of payments
（3）“First-category compensations” and “Second-category operations”
（4）The final point of first-category compensations
（5）Difficulty of second-category operations
（6）Ranking and rearrangement
（7）Saving by second-category operations 
（8）The area of the highest currency country 
（9）Eduction of the general acceptability currency 
（10）The area of the “limited transferability” currency.
